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アルテンベルクの黒い偶像
倉賀野 安 英
蠢
『私の見るところ』に続く二作目の表題を，アルテンベルクはためらうこと
なく『アシャンティ』と定めた。のみならず，「わが黒い女友達，忘れがたき
〈楽園の人々〉に」と記して，作品に登場する 5人の黒人の少女の名前を連
ね，これを捧げている。
なるほどこの小品集の主要な部分は，固有の連作シリーズ「アシャンティ」
が占有してはいるのだが，それ以外の数篇は，彼のいわゆるウィーンに材をと
った都市生活のスケッチ集で，好評をはくした第一作と似通った内容が並ぶ。
この点についてアルテンベルクは，「献辞は，あくまで連作スケッチの〈アシ
ャンティ〉に付されたもので，書物の表題に対するものではありえません。私
は，一冊の本をこれらの黒人の少女たちに捧げることはできませんし，またそ
のつもりでもありません。なにしろ，この本の個別の事柄は，別のご婦人方に
も捧げられているのですから」（1）と，献呈の言葉をめぐって起こるかもしれな
い誤解を避けるため，わざわざ出版社に書き送っている。しかしながらこの申
し開きからは，逆に言えば，「アシャンティ」への作者の並々ならぬ執着をう
かがうことができはしまいか。数少ないシリーズもののなかにあって，異色の
題材を発見したアルテンベルクをそれほどに惹きつけたものはなにか，それは
またいかなる理由によるものか，これが以下の小論の主たる関心事なのだが，
その前にまず，「アシャンティ」の周辺についていくらか述べておかなくては
ならないだろう。
「アフリカ黄金海岸とその居住者」と銘打った博覧会が，ウィーンはプラー
３９
ターの動物園において，1896年の 7月 12日よりおよそ 3ヶ月間の会期で開
催された。略して「アシャンティ」と呼ばれたこの催しこそ，いわゆる「人間
動物園」なる見世物であった。
第一陣は男女そして子ども合わせて約 70人，ほぼ一村分にあたる人数と報
じられた一行に，翌月にはさらにブダペストからの第二陣も加わって，総勢 100
人近くの大所帯の博覧会となった。ちなみに，翌 1897年の 4月から 6月にか
けての場合には 120人にまで膨らみ，その人気と興行の成功のほどが知れよ
う。家財など生活用品のみならず家畜類をも引き連れた原住民は，プラーター
動物園の敷地内に設営された小屋に分散して居住しながら，料理や織物の製
作，装飾品の実演販売によってふだんの暮らしぶりを観客に供するのである。
それだけではない，かれらの宗教儀式に伴う歌や踊り，さらには模擬試合など
異国の習俗の紹介もまた不可欠の演目となっていたのである（2）。
周知のとおり，19世紀このかたヨーロッパの各国は海外からの物産をはじ
めとして，じつにさまざまな文物をきそって本国に持ち込んだ。学術研究の名
のもとに集められたこれら珍しい異国の収集品は，博物館に展示されて多くの
人々の興味をかきたてるところとなった。また，それと並んでさかんに行われ
た催し物に「人間動物園」というものがあった。植民地から原住民の一団を連
れてきて，かれらの生活そのものを見せることでいわば啓蒙的な活動の装いの
もと，ある種の文化的な興行が流行したわけだが，簡単に言うならば，見世物
としての異国人の生の展示であり，一般的には「民族博覧会」とも呼ばれてい
たものである。
この時代を代表する表象文化のひとつは，言うまでもなく博物学であり，植
民地主義と自然科学が手を携えた結果であるのはまちがいない。原産地からも
たらされた動植物は温室や植物園や動物園に配備され，そのうえ馴化される。
また，分類整理された博物学の成果は，さらに図鑑や事典などの書物として教
育的な役割を果たすことになる。動物園については，移動式の見世物としても
可能となり，その対象も動物から人間へと移っていった。この移動式動物園と
サーカスを組み合わせたショーによって成功をおさめたカール・ハーゲンベッ
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クはまた，「人間動物園」のパイオニアとして著名な興行主であるが，彼の民
族の展示は，動物の場合と同じく「野蛮人」に対する正しい理解と認識という
啓蒙的な側面を標榜していたけれども，内実は博物学の隆盛に便乗した見世物
的な要素のこい大衆向けの娯楽であり，民族学ないしは人類学とはほとんど無
縁のものと言えよう（3）。
当時のジャーナリズムは，「アシャンティ」の人気の模様を次のように伝え
ている。「ウィーンではいま，人々はまるで動物園内に絵のように点在する黒
人の村落を訪問する以外には，他に興味を示さないかのようである。ブダペス
トから黒い隊商が当地に到着してこのかた，ウィーンの飲食店や街頭でばった
り出会うと，きまって『アシャンティに行った？』という質問ばかりが出て来
るのである。」（4）
さて，避暑地に出かけようとしていた矢先，たまたまこの催し物のことを知
ったアルテンベルクは，ただちに旅装をとき，ウィーンにとどまる決心をし
た。それからというもの，昼夜の別なく黒人たちのもとに通い続け，「アシャ
ンティの誰もが，サー・ペーターを知っていたし，その冬に彼はアフリカに手
紙を書いた」（5）のである。物見高さにかけては人後に落ちない彼は，黒人たち
と親密な関係を結ぶとともに，また身内をはじめ多くの友人知人の案内役を積
極的に果たすのだが，その入れ込みようにはときに顰蹙をかうこともあったよ
うである。
そんなアルテンベルクの熱狂振りを周囲はどのように眺めていたのだろう
か。黒人たちとの交流の成果として翌年に出版された作品をめぐっては，賛否
のわかれるところだが，それは内容の出来具合にかかわるというよりも，むし
ろいたるところに盛り込まれている作者の弱者に対する共感と文明批評的な意
識が誘発したものと考えてしかるべきであろう。
たとえばリヒァルト・ベーア―ホフマンは，シュニツッラーに宛てた手紙の
なかでこのような非難めいたことばをもらしている。「アルテンベルクは，頼
みもしないのに私を，数時間ものあいだ動物園のなかを引っ張りまわした。こ
のあわれな大根喜劇役者のおそまつな演技については，とうてい理解できない
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でしょう。うっとりとして柵囲いに寄りかかりながら，黒人をじっと見つめ，
たまさか通り過ぎる人によって（むろん，彼は昼日中に自分が見られている場
所にいるわけなのですが），ハッとわれに返るのです。この黒い肌を持つ人々
の魅力に盲目になったのだと。なんとまあ嘘のうまい男でしょう。」（6）知人の
作家が記す有難迷惑な話と言ってしまえばそれまでだが，これが翌年の催しで
の出来事であり，かつまた作品の出版後まもない頃のことだとわかれば，なお
さらにベーア―ホフマンの辛辣な見方を無視できないように思えるのだ。『アシ
ャンティ』を廉価本のかたちで世に広め，「高貴なる野蛮人」のイメージをあ
おり，のみならず自他ともにゆるす「良き理解者」を演じながら，娯楽のため
のショー的要素に一役かって悦に入る楽観主義者のすがたを苦々しく思ってい
た人々の感慨を，ベーア―ホフマンは代弁したにすぎないのであった。
しかし一方では，ヘルマン・バールが強力な援護にまわったり，マクス・メ
ッサーが好意的な書評を寄せてもいる。「ここではじめて文化の問題性が個人
的な体験から，芸術的な形をとって示された。そしてとりわけ，文化と人間性
は同じ概念であるというまやかしが打ち砕かれた。ぺーター・アルテンベルク
は，文化を“無教養”の光学のもとで見ることを教えてくれている。」（7）
ベーア―ホフマンが作者の偽善的な態度に辟易し，作品の核となる人種差別
への憤りと批判的な主張にいくばくかの疑念を表明しているとすれば，まさに
そこに作品の眼目を読み取って，科学の名のもとに定着した偏見からは自由で
とらわれのないアルテンベルクの立場を賞賛しようとするのが，後者の場合だ
ろう。なぜなら，ここには黒人への差別に加えて，ユダヤ人へのそれを重ねて
ながめてみることが，きわめて自然であるかのような時代の空気が明瞭にあっ
たからでもある。優れた人種は白人に近く，劣った人種は黒人に近いという考
え方は，当時の人種差別主義者にとってはきわめて常套的な思考法であった。
黒人は動物と同一視される，そしてユダヤ人は黒人並みなのであった。19世
紀末の反ユダヤ主義かまびすしいウィーンにおいて，同化したユダヤ人のひと
りとしての作者の姿を，そこに投影してみることも許されるにちがいない。
４２ アルテンベルクの黒い偶像
蠡「アシャンティ」は，わずか数行の断片から数ページにわたるものまで，長
短とりどりのスケッチの寄せ集めとひとまずは言えるだろう。なるほどそこに
は明瞭な物語性があるわけではないが，探訪記としての性格にみあった筋立て
のようなものは見て取れる。すなわち，一番目の「家庭教師」から最後の「晩
秋の午後」まで，作者とおぼしき人物と黒人たちとの交流が中核をなしている
のは疑いえない。もちろん純然たるルポルタージュとは異なり，いくばくかの
虚構の混在はさけられなかったようだが，それだからこそ装われた出来事のな
かに潜んでいる作者の意図に思いをいたすこともできるはずだ。具体的なスケ
ッチの場面をいくつか取り上げて，全体の構成や表現の技法に留意しながら，
主題について考えていくことにしよう。
アルテンベルクはまず，冒頭に百科事典からの引用をすえている。アシャン
ティの公正な紹介というわけで，馴染みのない一般大衆にごく普通の知識を提
供しようという姿勢を暗示している。もっとも，事典の記述の全文を載せては
おらず，ほんの一割ほどに留まっているばかりか，いくらか恣意的な選択と表
現上の微細な操作が認められるという（8）。イギリスの植民地である「アシャ
ンティ」の地勢や気候，主食に生業，身体的な特徴などを列挙したあとに次の
ような記述が続く。「おもに一夫多妻制。宗教は呪物崇拝。祭司の謎めいた役
目は，もっぱら秘儀的な儀式とヒステリックな舞踏によって怒れる神々をなだ
めることにある。（中略）王はすべての沿岸地域からしりぞき，そして人身御
供の廃止を誓った。」（231）誰もがすぐに植民地から連想しうる語彙によって
強調される文明対野蛮の図式が，このいくらか誇張された口調をとおして垣間
見ることができるだろう。いずれにせよ，博物学の成果の一部として，「アシ
ャンティ」が紙の上に展示されているのであり，これから展開される実地の体
験との比較という目論見があったことは否めないように思われる。
さて最初のスケッチ「家庭教師」は，全篇のなかでは量的にもっとも多く，
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主題への導入として見逃せない場面が含まれている。順をおって見ていくこと
にしよう。
一つ目は，動物園で若い家庭教師が子どもたちに知識を披露するところだ。
果物しか食べない南米産の野鼠に，観客がパンや砂糖などなんでも投げ与える
無知を嘲笑する教育者がここにいる。彼は連れの少女フォルトゥナティーナに
向かって誇らしげに言う，「あしたは君に〈ブレーム〉を読んであげよう。」
（232）ブレームとは動物図鑑を著した学者で，のち動物園の園長をも務めた
人物だが，明らかに「事典」を意識した物言いである。動物への理解や愛情あ
る接し方は，本からは学ぶことのできない別の場所にあるのだと，教養をひけ
らかす教育係の凡庸さへのあてこすりが仄見えはしないだろうか。
次は，ライオンの檻の前でのこと。うっとりして見とれている少女の後姿を
ながめながら，家庭教師の胸中にきざした想念がひそかに述べられる，「『フォ
ルトゥナティーナと牝のライオン……』と彼は思った。それがなにを意味し，
どんな内容なのか，皆目わからなかった。誰もまだ作ったことのないバラード
のように，彼は感じた。（中略）動物の身になって夢見るのは，恥ずかしいこ
とじゃない。」（233）気がつけば動物と一体化している少女にとって，図鑑と
いう媒介は必要ない。動物と人間が夢想の地平で同等に並ぶとき，アフリカは
すぐ目の前に来ているのだ。そして家庭教師も，われ知らずいつのまにか夢見
る理想主義者となっている。
ようやく「アシャンティ」のところにやって来たかれらを待ち受けていたの
が，原始的な楽器による騒音にも似た喧しい音楽の演奏であった。文明の感覚
では理解しがたい野性の音楽について，軽蔑したように言い放つ少年に対し
て，家庭教師は強い口調でさとすのである。
「どっちにしてもあの人たちにとっては，これが音楽なんだよ」と少年
は言った。
「われわれとかれらの間に，すぐそんな分け隔てをしちゃいけないよ。
あの人たちにとっては，だって。それはどういう意味だい。馬鹿な民衆が
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かれらの上に立って，かれらを異国の動物並みに扱うからとでも思ってい
るのかな。どうしてなんだろう。かれらの皮膚が色素細胞を含んでいるか
らかな。（以下，省略）」（234）
きわめてまともな叱責には，市民的な教養をそなえた大人の，感情的さらに
は生理的な嫌悪や差別感をおさえた発言が透けて見える。民衆の愚かさにしみ
ついた偏見が指弾されている一方で，自己をも含めた訳知り顔の平等主義が揶
揄されているかのようだ。
さて，ここいたってはじめて黒人の少女ティオコが登場する。白人の少女
は，すぐに親しくなり，ようやくにして本物のアフリカに出会う。そして「み
んな優しい，ティオコも，かわいそうなライオンも，先生も。本当にパラダイ
スにいるようだわ，あそこでは人間と野生の動物が……」（235）という気持
ちをいだいたとき，少年が横から口を出して現実へと引き戻す。夢のような時
間が，ふたたび日常の営みへと移行するさまは，あたかも作品の全体的な構成
の縮小版であるかのような印象を与えるのである。
「晩秋の午後」と題された最後のスケッチでは，アシャンティの一団が旅立
ったあとの空漠とした光景のなかに，名残を惜しむかのように園内を徘徊する
ひとりの男の姿が描かれている。そして園長の「もういいよ，ヨーゼフ。どっ
ちみち明日には小屋は取り壊されるんだ。綱渡りの一座と係留気球のための場
所が要るもんでね。」（270）という非情なことばが端的に示しているように，
徹底して「自己のパロディ化」（9）をはかろうとした作者を，いちがいに下手な
喜劇に興じる楽観主義者と断ずることはできないように思える。
構成について，いますこし付け加えておこう。夏から秋にかけての観察と体
験の記録の集積が全体を形づくっており，いちおうは時間的な順序が忠実に反
映されている。たとえば異常に寒い日が続いた夏は，さっそく第三番目の「会
話」において一役かうことになる。内容は，文字通りティオコとのやりとり
で，寒いのに半裸に近い少女はありのままにこう答える。「わたしたち，野生
のままでいなくちゃだめなの，アフリカ人はね。馬鹿げてるわ。アフリカでは
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こんなことありえないもの。みんな大笑いするはずよ。（中略）わたしたちが
動物みたいだといいらしいのよ。どう思う？」（235−6）見世物としての博覧
会の実体がはやくも暴露されているのだが，こういった調子はまだまだ続く。
動物と黒人を並べ，人種差別の意識からの脱却は容易なことでは実現しそうに
ないという，書き手の冷徹な眼差しが体験記を支えているのである。
ところで，黒人の少女の対話の相手はいったい誰なのだろう。アルテンベル
クは，すでに処女作で実践していたように，いくつかの人物を自己の分身とし
て配置した。家庭教師も，そのいでたちから作者をただちに連想させる。語り
手としての「わたし」以外には，イニシャルを用いたり，サー・ペーター，ペ
ーター氏など，いくつかの呼称を与えられた登場人物がいるが，黒人たちの内
側に入り込んで，直接にさまざまな声を聞き，そうして本物の情報を獲得する
役割を担っていることがわかるだろう。またその際，黒人がときおり英語を使
い，白人の上流階級にはフランス語を，下層階級には方言といった具合に，会
話のみならず描写の面でも表現のうえでの工夫がこらされている（10）。さらに
付言しておきたいのは，作者の分身がティオコに寄せる愛の物語が，ゆるやか
にこの連作の枠を形成しているのだが，そこに西洋における黒人に対する隠さ
れた性的な幻想を読み取ろうとする見方もあるという点である（11）。
表題それ自体がテーマを明かしているとも思われる「文化」という一篇から
は，さらにアルテンベルクに特有の話柄を見出すことができる。夕食会に招待
された黒人の姉妹は，宮廷の女官のごとく見事な作法で食事をした。おそらく
会話のほうが伴わなかったのか，「すばらしい想像力ね，この楽園の人たち」
と軽い皮肉の声に，陪席していたペーターはこう返すのである。「黒人は子ど
もなのです。だれがこの子たちのいうことを理解できるでしょう。黒人は甘美
で寡黙な自然のようです。（中略）かれら自身はいかなる楽器も演奏しません
が，わたしたちの魂を指揮してくれます。」（245）これまでも黒人の少女たち
への愛情は，一貫して表明されてきたわけだが，いま，未開人ははたして文化
的に劣るのだろうか，未熟な子どもはそれだけで大人にひけをとらねばならな
いのか，と激しく問いかけようとする作者を彷彿とさせる場面ではなかろう
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か。ここに見られるのは，アルテンベルクがたえず表明してきた子どもの「無
垢」，あるいはまた理想化された無垢なる子どもという「偶像」なのである。
黒人の少女たちは，野生の優美さをそなえているだけに，いっそう聖なるもの
として偶像視されるのだと言えるだろう。
蠱
アルテンベルクその人と，そしてまた「アシャンティ」に，それぞれの立場
から程度の差こそあれ少なからぬ関心を寄せていたふたりの芸術家について触
れておきたい。詩人リルケと画家ココシュカである。
リルケは 1896年の 3月にプラハで行った「現代詩」と題する講演のなか
で，「ウィーンの芸術」に言及し次のように述べている－「ロリスは厳かな美に
対する純粋な畏敬の念から形式の探求者となったのです。一方，ぺ－ター・ア
ルテンベルクは，われ知らず率直な告白から，素材に途方もなく合致した形を
手に入れたのだと思います。（中略）すべてのものは，これらのスケッチにお
いて大いなる精確さで，叙述されるのではなく，ただ書き留められたり，確か
められたり，いわばまったく無邪気に明言されているのです。そこには，いわ
く言いがたい原始的な美しさがあります。突如としてウィーンはみずからの言
葉を見出したのです。」（12）リルケはここで，アルテンベルクに独自な，他人に
はまねのできない素材と形式の幸運な一致を称揚し，「現代ウィーンの最初の
告知者」（13）としてアルテンベルクに好意的な評価をくだしてもいる。
パリに移ってきたリルケは，師のロダンのすすめもあって，ブーローニュの
森にある動植物園に足しげく通っていたらしい。生をめぐる孤独と不安をみず
からの課題として引き受けようとしていた詩人にとって，「見ること」は創作
に欠かせない仕事の一部であったと言えよう。忍耐強い観察がもたらした成果
としての動物詩のなかでも，「豹」はつとに知られた「事物詩」の代表作とさ
れている（14）。『形象詩集』に収められているリルケの「アシャンティ」は，同
じころに作成されたと思われるが，檻のなかの「ヒト」と「動物」との対比が
４７アルテンベルクの黒い偶像
あらわに浮かび，詩人のきわめて冷徹な視線が察知されよう。
異邦の幻想はない，
垂れ下がる衣装から躍り出る
褐色の女たちの感情もない。
野生の未知なる旋律もない。
血のなかから生まれた歌もなく，
奥底から叫ばれた血もない。
熱帯の気だるさのなか，ビロードのように
身を伸べた褐色の少女たちもいない。
武器のように燃える眼もなく，
そして笑いのためにと開かれた口。
白人たちの虚栄との
不思議な了解。
ここまでが詩の前半，繰り返される否定詞が，ある種の失望をまじえた諦め
を伝えているようだ。次いで詩は，「そして私は見ることにとても不安だっ
た。」という一行を軸として，後半部の動物の描写へと転回する。
ああ動物たちははるかに忠実だ，
檻のなかを往ったり来たり
不可解な新しい未知の事物の
営みと折り合うこともせず。（15）
リルケにとって，同じく見世物として供される運命にある動物は，そしてま
た檻の外の世界にはまったく関与せず，ひたすら自己の運動に没頭するのみの
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その姿は，ある意味で内へと沈潜をしいる孤独の表象として，共感を呼ぶ。し
かし黒い人間たちを見るリルケの眼差しには，人種をめぐる文明批評的な姿勢
の片鱗も見当たらないばかりか，アルテンベルクを夢中にさせた肉体そのもの
の放つ魅力すら映じてもいない。いやそれどころか，すでに文明に馴致された
かれらに対する静かな憤りすら感じているようにも思われるのである。リルケ
の「アシャンティ」はむしろ，アルテンベルクの同情を忌避するような別の視
点に発していたのである。
他方，ココシュカは，どうやらこの文明批評的な価値観をアルテンベルクと
共有していたようである。「ウィーン人と芸術家」という一文にそくしながら，
そのあたりの消息をうかがってみよう。
画商のオットー・カリルは，1934年の 3月，自身の画廊の 10周年を機に，
アルテンベルクの原稿や写真など遺品類を集めた従来の展示室を，記念の一環
として新規に公開した。ココシュカのごく短い追想の文章は，おそらく初日に
披露されたものと思われる（16）。
当時のウィーンにあっては，人々はまだそれほど民族誌にあかるいわけ
ではありませんでした。黒は黒なのです。アルテンベルクは，来る日も来
る日もプラーターのアシャンティ村を訪ねることをつうじて，彼の当然の
世界観，つまり原始人は教養ある社会の人士より好ましく思われることに
確証を持ったのでした。それゆえにまた，世間の作家たち，すなわち烏賊
どもには理解されず，道化とみなされていたのです。アルテンベルクはま
た他の物書きのような烏賊ではなく，一個の詩人でありました。（17）
表題が示すとおり，ココシュカのねらいは，いわゆるウィーンの市民階級に
生息する芸術愛好家と称する知識人や文筆家に対する，嘲笑をまじえた鋭い批
判と，自己をもふくむ本物の芸術家の存在を主張する点にあったと考えられ
る。その試金石として「アシャンティ」が選ばれたのだった。それはすでに見
たように，ユダヤ人としてのココシュカが，市民社会においては当然のごとき
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人種差別的な言辞に敏感に反応したからであり，古くさい文明優位の価値観と
の決別と新しい社会への活路を始原の生命力に求めようとしたからであった。
言うまでもなく詩人アルテンベルクは，賀辞のなかでその代表者として名指さ
れたわけである。
さて，引用の続きでココシュカが，教養社会の無能な文士である「烏賊」
に，詩人アルテンベルクを「大蛸」に擬して対置させている点に留意しておく
べきだろう。というのも，このあと語られるアルテンベルクの肖像画のイメー
ジを先取りしているからである。
数多くの自画像によって有名なココシュカだが，彼はまたカール・クラウス
やアドルフ・ロースなどを手始めに，ウィーンの著名な芸術家や文化人たちの
肖像画を数多く残してもいる。そのなかにあって，アルテンベルクのそれは，
比較的はやい時期に属する。1909年 10月，ココシュカはアドルフ・ロース
のすすめでアルテンベルクを描くことになったが，そのときの様子を次のよう
なエピソードをまじえて述べている－「テーブルの下でわたしは描いていまし
たが，ウィーンの常連客がビーズの首飾りの行商のこと，そしてアシャンティ
の少女たちへの熱狂ぶりとそのような「原始的な」文化一般を種に彼をからか
いはじめたとき，そこで詩人の身になにがおこったのか。彼の青い子どもの眼
が，やり場のない憤りのあまり，しだいに鋼色をおびた青に変わり，ギラリと
光るのをわたしはつぶさに目撃することが出来ました。」（18）
アルテンベルクの小品には，御者や花売りや小間使いなど市井の風俗を写す
人物と並んで，しばしば動物も対象となって肯定的に描かれているのはよく知
られているし，動物の隠喩の使用はまた彼の得意とするところでもあった。も
ちろんココシュカの念頭にはそれがあり，続いて自身のナポリの水族館での体
験まで持ち出して，「赤みを帯びたからだと人間の子どものような無垢の一つ
目のお化け蛸」（19）を印象づけようとしている。
ココシュカがこだわる「眼」はもちろん，アルテンベルクの特徴をもっとも
よく表わす比喩として，誰しもが認めるものである。ちなみにフランツ・ブラ
イの『動物大百科』は，同時代の作家や思想家など多士済々の人物像が動物に
５０ アルテンベルクの黒い偶像
見立てられて，機知と風刺にとんだ言わば一筆書きを集めたものなのだが，そ
こに描かれているアルテンベルクは，こんな具合である－「理由はさだかでは
ないが，人がアルテンベルクもしくはペーターと呼ぶ神の奇妙な思いつきの産
物は，唯一つの器官，一つの眼からできており，その眼は蝿のように無数の複
眼面を持ち，眼に見える世界の事物をこのうえない視力を用いて最小の画面の
なかに，先見の明よろしく拾い集めているのだ。」（20）
ココシュカが記念の挨拶のなかで，わざわざ「巨大な蛸」の喩えを持ち出し
てまでアルテンベルクの肖像画について述べたのは，決して偶然ではないであ
ろう。「わが人生」という文章においてココシュカは，もっとも深い影響を受
けた書物として，コメニウスの絵本『オルヴィス・ピクトゥス』の名を挙げて
おり，言葉と画像の作り出す世界にヒントを得たのだとしてもおかしくはない
はずだ。そしてまた，水中の巨大な生物は，檻のなかの黒人を連想させるだろ
う。外にいる見る側の凡庸ぶりを，人間の娯楽のために内側にいる動物が観察
するという構図を思い描くことも許されるにちがいない（21）。
ところでココシュカ描くところの詩人は，同じ年のマクス・オッペンハイマ
ーが製作したアルテンベルクにそっくりの肖像画とくらべてみると，大胆なデ
フォルメとはいわないまでも，作者の対象とする人物の性格へのこだわりが伝
わってくる。すなわち「巨大な蛸」を髣髴させるようないかにも表現主義的な
もので，画家の文章を決して裏切らない。しかしながら描かれた本人はむろ
ん，表現主義に対しては懐疑的というか，ほとんど理解を示さなかったような
のだが，そして，ココシュカ個人にもまた常に愛憎半ばする複雑な感情を保持
していたにもかかわらず，その才能を高く評価してもいた。「本物」と題され
た文章においては，名前こそ出してはいないがゴッホの真当な狂気を引き合い
に出してココシュカの「真正さ」を暗示している。さらに別のところでは，次
のような物言いも見出された。「肖像画という芸術は，未知の人間にひとつの
顔を納得させるものである。ちょうど生き生きとした顔それ自体が，愛する母
や兄弟に，愛する夫君や崇拝者や詩人にとってそうであるように。よろしい，
オーケーだ。」（22）もちろん「オーケー」は画家のイニシャルを示しており，肯
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定の合図にほかならない。「お化け蛸」ペーターは，あるいはココシュカの表
現主義風のひそやかな偶像であったかもしれない。こうしてアルテンベルクの
「黒い偶像」は，ココシュカの肖像画に重ねられて懐かしい残像となる。
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